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平
成
22
年
度
施
政
方
針

将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
、

  
確
固
た
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を

　

市
長
に
就
任
後
、
平
成
18
年
３
月
に
は
、
構
造
的
な
赤
字
体
質
か

ら
の
脱
却
と
単
年
度
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
「
大

和
高
田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
る
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
の
３
か
年
に
お
け
る
「
大

和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
す
。
累
積
赤
字

の
解
消
と
経
常
収
支
比
率
の
良
化
を
め
ざ
し
、
更
な
る
行
財
政
改
革

を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
、
確
固

た
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
政
方
針
（
要
約
）

　

新
年
度
予
算
の
主
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
「
第
４
次
総
合
計
画
」

の
４
つ
の
施
策
の
大
綱
に
基
づ
き
、
順
に
説
明
し
ま
す
。

行
財
政
運
営　

効
率
化
を
図
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を　

　

１
日
も
早
い
累
積
赤
字
解
消
の
た
め
、
市
税
の
徴
収
率
向
上
は
財
政
健
全
化
へ
向
け
た
重
要
な
柱

で
あ
り
、
新
年
度
は
、
県
の
徴
収
対
策
室
と
協
調
し
た
徴
収
体
制
へ
の
参
画
の
も
と
、
税
収
入
の
確

保
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
納
税
意
識
の
高
揚
や
利
便
性
を
図
る
た
め
、
自
宅
に
い
な
が
ら

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
24
時
間
納
税
が
可
能
に
な
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
収
納
を
、
軽
自
動
車
税
に
導
入
し
ま
す
。

　

次
に
、
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
未
収
金
徴
収
対
策
室
と
収
税
課
の
統
合
、
及
び
水
道
総
務
課
と

水
道
営
業
課
の
統
合
に
よ
り
、
行
政
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
職
員
数
の
減
少
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
職
員
の
能
力
開
発
と
資
質
の
向
上
を
も
っ
て
、
よ
り
効
果
的

な
業
務
体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
協
力
の
も
と
に
給
与
支
給
額
の
抑
制
措
置
を

継
続
し
、
累
積
赤
字
の
解
消
に
向
け
、
総
人
件
費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
情
報
通
信
技
術
等
の
進
歩
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
中
、

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
向
け
、
電
算
シ
ス
テ
ム
と
経
費
の
最
適
化
を
め
ざ
し
、
現

行
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
で
は
、
そ
の
た
め
に
将
来
も
見
据
え
、

「（
仮
称
）
Ｉ
Ｔ
推
進
中
期
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
施
行
予
定
の
住
民
基
本
台
帳

法
改
正
に
即
し
て
、住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
他
の
自
治
体
と
の
共
同
化
も
検
討
し
ま
す
。

　

次
に
、
消
費
生
活
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
消
費
者
問
題
の
増
加
、
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、こ
れ
ま
で
週
３
日
開
設
の
相
談
日
を
週
４
日
と
し
、相
談
員
の
増
員
も
図
り
、相
談
窓
口
を
「
大

和
高
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
し
ま
す
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
事
業　

大
和
高
田
市
で
は

　

本
年
１
月
か
ら
「
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
」
が
、
県
下

各
地
で
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
５

月
に
は
「
地
域
の
伝
統
行
事
と
役
行
者
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
の
開
催
、
６
月
に
は
音
楽
絵
巻
「
新
・
役
小
角
伝
説
」

の
公
演
、７
月
に
は
、奥
田
の「
蓮
取
り
行
事
」か
ら
吉
野
の「
蛙

と
び
行
事
」
を
見
学
す
る
「
蓮
の
み
ち
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

一
．
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
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保
健
・
福
祉
・
医
療　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

ま
ず
食
生
活
改
善
推
進
員
並
び
に
運
動
普
及
推
進
員
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
母
子
保
健
事

業
の
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
公
費
助
成
を
拡
充
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
安
心
し
た
出
産
に
備
え
ま
す
。
ま
た
が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
特
定
の
年
齢
に

達
し
た
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
交
付
に
よ
り
実
施
し
、
早
期
発
見
と
健
康

の
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
運
動
機
能
の
向
上
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
で
す
。
今
日
の
経
済
情
勢
や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
に
加

え
、
診
療
報
酬
の
改
正
に
よ
り
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
定
健

診
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
事
業
の
促
進
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
や
疾
病
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
現
在
第
２
期
「
障
害
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
総
合
福
祉
会
館
・
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年
度
か
ら
身
体
障
害
者
の
支
援
も
加
わ
り
、
よ
り
充
実
し
た
福
祉
施
策
の
場
と

し
て
展
開
し
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
、
本
市
で
も
離
職
に
よ
り
住
宅
を
喪
失
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
人
に
、
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
と
し
て
家
賃
を
給
付
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
申
し
込
み
と
職
業
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
で
は
、
こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
新

た
に
就
労
支
援
員
や
面
接
相
談
指
導
員
を
配
置
し
、
増
加
す
る
新
規
相
談
の
対
応
や
生
活
保
護
費
受

給
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
地
域
住
民
と
の
協
働
事
業
を

展
開
し
な
が
ら
、「
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）
の

実
現
」
を
新
た
な
課
題
の
一
つ
と
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や
養
育
環
境

等
の
把
握
お
よ
び
指
導
を
行
う
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）」
を

実
施
し
ま
す
。

教
育
・
文
化　

未
来
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

　

本
市
の
未
来
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
、
社
会

や
生
活
の
規
範
が
身
に
つ
く
よ
う
、
教
育
を
充
実
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
知
育
、
徳
育
、
体
育
」
が
統
合
し
た
調
和
の
と
れ
た
人
間
育
成
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
確
か
な
応
用
力
を
養
い
、
ま
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
、
社
会
生
活
上
の
規
範
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
を
支
援
す

る
特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、
個
々
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
性
や
能
力
、
可
能
性
を
伸

ば
し
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
習
慣
の
向
上
や
規
範
意
識
の
芽
生
え
を
は

ぐ
く
む
た
め
、
引
き
続
き
「
お
は
よ
う
・
お
や
す
み
・
お
て
つ
だ
い
」
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

留
守
家
庭
児
童
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
入
所
希
望
児
童
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
児
童
数

の
多
い
ク
ラ
ス
は
、
空
き
教
室
を
活
用
し
、
指
導
員
の
増
員
を
図
る
な
ど
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応

を
し
ま
す
。
今
後
も
、
児
童
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

人
権
教
育
で
は
、
人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
、「
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
」
こ
と
を
基
本
に
お
い

た
人
権
学
習
を
推
進
し
、
豊
か
な
人
権
意
識
や
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
よ
う
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
、
人
権
意
識
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
現
在
２
小
学
校
で
お
こ
な
っ
て
い
る
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
、
さ
ら

に
２
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
設
備
面
で
は
、
調
理
室
内
の
床
を
乾
い
た
状
態
に
保
ち
、
食

中
毒
の
発
生
を
お
さ
え
る
た
め
の
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
化
に
向
け
た
改
修
を
行
う
な
ど
、
な
お
一
層
、

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
行
っ
た
耐
震
診
断
に
よ
り
補
強
を
要
す
る
小
中
学
校
の
校
舎
及
び
体
育
館
に
つ
い

て
、
耐
震
補
強
計
画
並
び
に
実
施
設
計
の
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
そ
の
他
の
施

設
や
設
備
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
不
適
応
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
は
、「
か
た
ら
い
教
室
」
に
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、

情
報
化
社
会
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
指
導
内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
不
登
校
問
題
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題
や
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
、
心
の
ケ
ア
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
お
い
て
は
、地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、

学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
学
校
運
営
や
教
育
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
市
民
各
層
が
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
は
、
質
の
高
い
多
様
な
公
演
事
業
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加
型
の

事
業
を
推
進
し
、
地
域
に
密
着
し
た
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
化
に
ふ
れ
る
機
会

の
提
供
や
交
流
・
発
表
の
場
の
創
出
な
ど
、
市
民
の
文
化
活
動
を
支
援
し
、
市
民
文
化
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

平成22年度施政方針

二
．
心
豊
か
な
市
民
・
教
育
・
福
祉
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高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
て
就
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
雇
用
対
策
協
議
会
等

と
も
連
携
を
密
に
し
、
雇
用
相
談
や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
新
年
度
に
お

い
て
も
、
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
を
活
用
し
、
新
た
に
４
件
の
雇
用
創
出
事
業
を
実
施
し
、

就
業
機
会
の
創
出
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
部
門
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策
と
し
て
食
料
自
給
率
の
向
上
を
め
ざ
し
た
「
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
」
や
、
米
の
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
農
地
の
利
用
集
積
な
ど
を
進
め
、

農
業
経
営
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
特
産
野
菜
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
好
評
の
「
農
産
物
直
売
所
」
を
よ
り
多
く
の
農
家
の
参
加
の
も
と
に
充

実
さ
せ
、
販
路
の
拡
充
も
視
野
に
、
消
費
者
と
農
家
を
結
ぶ
地
産
地
消
の
進
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備　

元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
発
展
が
大
変
重
要
で
す
。
京
奈
和
自

動
車
道
や
中
和
地
方
都
市
の

拠
点
間
を
連
結
す
る
、「
中
和

幹
線
」
道
路
が
完
成
し
ま
す
。

本
市
の
中
心
市
街
地
へ
直
結

す
る
「
県
道
大
和
高
田
・
斑
鳩

線
」
と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
基
盤
の
拡
充
と
立

地
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
動
脈

と
な
る
「
本
郷
大
中
線
」
は
、

交
通
の
円
滑
化
と
、
市
街
地

活
性
化
に
向
け
て
早
期
の
完

成
を
め
ざ
し
、
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

耕
地
事
業
に
つ
い
て
は
、
安

定
的
な
用
水
の
確
保
と
河
川

災
害
の
防
止
を
め
ざ
し
た
東

中
大
井
堰
（
せ
き
）
の
改
修

工
事
を
、
引
き
続
き
実
施
し

　

次
に
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
で
す
。
土
庫
幼
稚
園
、
土
庫
保
育
所
、
北
保
育
所
を
統
合
し
、

平
成
24
年
度
の
開
園
を
め
ざ
す
「（
仮
称
）
土
庫
認
定
こ
ど
も
園
」
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
ま
た
保
育
所
の
安
全
性
を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
を
要
す
る
保
育
所
の
耐

震
補
強
計
画
や
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
市
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
で
す
。
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
特
に
救
急
医
療
体
制
の
充

実
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｔ
及
び
Ｒ
Ｉ
装
置
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

に
よ
る
放
射
線
で
撮
影
を
す
る
検
査
装
置
）
の
新
機
種
を
導
入
し
、М
Ｒ
Ｉ
装
置
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
図
り
、
検
査
時
間
の
短
縮
や
よ
り
精
度
の
高
い
診
断
に
よ
り
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
、
高
度
医

療
に
も
対
応
し
ま
す
。
さ
ら
に
、救
急
医
療
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｕ(

特
定
集
中
治
療
室)

の
開
設
に
向
け
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

人
権
施
策　

共
生
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

依
然
と
し
て
、
差
別
事
象
や
人
権
侵
害
が
報
告
さ
れ
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
本
市
の
人
権
施
策
の
基
本
で
あ
る
「
人
権
施
策
に
関
す
る
基
本
指
針
」
を
見
直
し
、
よ
り

充
実
し
た
指
針
の
策
定
に
努
め
、
共
生
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
内
各
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

そ
し
て
分
析
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、「
男
女
が
い
き
い
き
働
け
る
就
労
の
場
づ
く
り
」

の
推
進
に
役
立
て
ま
す
。

産
業
振
興
・
雇
用
対
策　

創
意
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
大
き
く
環
境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
大
和
高
田
市
で
も
大
型
商
業

施
設
の
撤
退
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。
商
工
会
議
所
、
商
店
街
、
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ

し
て
市
民
と
の
協
働
の
も
と
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
商
店
街
等
の

団
体
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創
造
し
、
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
自
主

的
な
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、新
た
な
地
域
振
興
策
と
し
て
、地
域
の
団
体
な
ど
が
、

そ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
主
的
な
事
業
に
対
し
補
助

を
行
い
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。「
や
ま
と
た
か
だ
元
気
ウ
ィ
ー
ク
」
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

「
地
場
産
フ
ェ
ア
」
や
、「
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
に
創
意
と
工
夫
を
凝
ら

し
よ
り
充
実
し
た
「
元
気
ウ
ィ
ー
ク
」
に
し
ま
す
。

　

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
な
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、「
奈
良
県

三
．
元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

4月16日、開通しました



4

四
．
安
心
・
安
全
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

環
境
整
備　

市
民
の
理
解
と
協
力
で

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
し
て
は
、
次
世
代
に
良
好
な
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
太
陽
光
を
利
用
し

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
向
け
、
住
宅
の
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

住
宅
の
安
全
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
木
造
住
宅
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
や
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
住
宅
調
査
に
つ
い
て
、
補
助
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ

し
た
生
ゴ
ミ
処
理
機
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
家
庭
ご
み
に
つ
い

て
は
、
有
料
化
前
に
比
較
し
て
現
在
23
％
の
削
減
効
果
が
あ
り
、
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
資
源

物
の
収
集
に
も
大
き
な
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い

て
も
、
検
査
を
充
実
し
分
別
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。
私
た
ち
の
身

近
な
行
動
と
し
て
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用
を
市
民
生
活
に
浸
透
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
な
活
動
を

し
ま
す
。

安
全
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
10
月
よ
り
２
年
以
上
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
「
死
亡

事
故
ゼ
ロ
」
が
続
く
よ
う
、
な
お
一
層
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
生
命
、
財
産
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
警
察
機
関
や
自
治
会
さ
ら
に
は
自
主
防
犯

組
織
等
と
連
携
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
高
田
駅
に
３
基
、
近
鉄
高

田
市
駅
に
２
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
を
新
年
度
に
行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

　

近
年
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
い
わ
れ
る
異
常
気
象
が
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
新
年
度
か
ら
は
、
警
報
等
の
気
象
情
報
の
発
表
が
、
市
町
村
単
位
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
局

地
的
で
明
確
な
情
報
の
も
と
に
、
集
中
豪
雨
等
へ
の
対
応
が
よ
り
的
確
に
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
情
報
及
び
救
援
体
制
を
十
分
反
映
す
る
た
め
、「
地

域
防
災
計
画
」
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
防
災
意
識

や
対
応
力
を
高
め
る
よ
う
、
昨
年
の
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
引
き
続
き
、「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
・

配
布
し
、
危
機
管
理
に
対
す
る
意
識
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
地
域
の
住
民
が
協
力
し
て
助
け
合
う
共
助

体
制
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
自
主
防

災
組
織
の
結
成
や
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
支
援
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
出
向
き
防
災
教
育
を
行

う「
出
前
講
座
」を
実
施
し
、防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
集
中
豪
雨
等
に
備
え
、
速
や
か
に
雨
水
排
水
で
き
る
よ

う
水
路
改
良
を
進
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

新
年
度
は
、
一
般
会
計
実
質
収
支
赤
字
の
解
消
並
び
に
経
常
収
支
比
率
の
良
化
を

め
ざ
す
３
か
年
の
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
初
年
度
と
し
て
、
目
標
達
成
に

向
け
て
不
断
の
努
力
を
し
ま
す
。
現
在
、
大
変
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
で
す
が
、
私

は
財
政
健
全
化
の
目
標
達
成
こ
そ
が
、
将
来
に
向
け
明
る
く
活
気
の
あ
る
大
和
高
田

市
を
築
く
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
、
市
民
と
し
て
の
目
線
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市

民
皆
さ
ま
と
協
働
の
も
と
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ど
う
か
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
た
め
池
、
用
排
水
路
や
農
道
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
地
元
の
協
力
も
得
な
が

ら
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、「
中
三
倉
堂
地
区
」
を
は
じ
め
17
路
線
で
工
事
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
末
で
の
人
口
普
及
率
は
、

52
・
１
％
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
生
活
環
境
改
善
や
水
質
保
全
の
た
め
、
未
整
備

地
区
の
早
期
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
中
に
全
体
計
画
及
び
認
可
区
域
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
常
に
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
老
朽
管
更
新
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
、
配
水
場

施
設
の
整
備
・
改
修
を
行
い
、
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
予
想
さ
れ
る
県
営
水
道
の
料
金
改

定
が
明
確
に
な
れ
ば
、
本
市
水
道
料
金
の
見
直
し
も
考
え
て
い
ま
す
。

平成22年度施政方針
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「財政健全化プログラム」　　についてお知らせします
　

本
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
お
い
て
、
一
般
会
計
の

累
積
赤
字
の
解
消
と
経
常
収
支
比
率
の
良
化
を
目
標
と
す
る
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
の
具
体
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
強

化
し
、
早
期
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
る
「
行
財
政
改
革

大
綱
」
を
策
定
し
積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
に
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
の
４
年
間
に
、
構
造
的
な
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、
単
年
度
で
の
財

政
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
・
20
年
度
の一般
会
計
の
単
年
度
収
支
は
黒
字
と
な
り
、

21
年
度
も
黒
字
を
見
込
め
る
状
況
に
ま
で
改
善
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
累
積
赤
字
は
残
っ
て
お
り
、
将
来
に
向
け
、
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
、「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に
実
施
し
、
早
期
に
財
政
の
健

全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
国
内
の
経
済
情
勢
や
雇
用
情
勢

が
厳
し
く
、
景
気
回
復
ま
で
の
間
、
税
収
入

の
安
定
的
な
確
保
は
、
困
難
な
状
況
に
あ

る
一
方
で
、
福
祉
施
策
に
要
す
る
経
費
は
、

今
後
、
増
大
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
な
ど
の
耐
震
化
や
、
認

定
こ
ど
も
園
の
計
画
的
建
設
、
本
郷
大
中

線
街
路
事
業
な
ど
、
行
政
需
要
へ
の
対
応
の

ほ
か
、
市
立
病
院
や
土
地
開
発
公
社
の
経

営
健
全
化
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応

財
政
の
現
状
と
今
後
の
収
支
見
通
し

具体的な取り組み

【表1】効果予測額　　　　　（単位：百万円）

取組項目 H22年度 H23年度 H24年度 合　計

（歳入）
1. 市税の確保 28 39 50 117

2. 市有財産の売却・有効活用 23 23 24 70

3. 保育料負担金の確保 2 2 2 6

4. 住宅使用料の確保 3 3 3 9

5. その他収入（諸収入の確保） 3 3 3 9

歳　入　合　計（A） 59 70 82 211

（歳出）
6. 物件費等の削減 64 76 72 212

7. 施設の統合・整理 15 15 15 45

歳　出　合　計（B） 79 91 87 257

歳入・歳出合計（A）＋（B） 138 161 169 468

※ H21年度決算見込み額（2.を除く）と比較しての効果予測額
　1. 市税徴収率の向上　3. 保育料徴収率の向上
　4. 住宅使用料等の徴収率の向上、
　　幼稚園保育料・入園料の改正（H22年4月1日施行）
　5. 広告料収入の確保、資源ゴミの売却収入
　6. 各事業の見直し、経常経費の削減

し
な
が
ら
、
現
在
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
取

り
組
み
を
継
続
し
、
単
年
度
収
支
の
黒
字

化
が
図
れ
た
と
し
て
も
、
今
後
の
３
年
間
の

財
政
見
通
し
で
は
、
平
成
20
年
度
末
の
累

積
赤
字
７
億
６
、４
０
０
万
円
は
、
平
成
24

年
度
末
で
、約
４
億
円
が
残
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
の
累
積
赤
字
の
早
期
解
消
と
経
常
収

支
比
率
の
良
化
を
目
標
と
す
る
「
財
政
健

全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【表2】
　市税の徴収率は、平成18年度から2％アップ（88％
から90％）を目標に市税を確保してきましたが、雇用
情勢や景気の低迷により、90％をわずかながら割り込
む傾向にあります。今後 3 年間の現年度分の徴収率
を 97.2％から98％に引き上げるなど、徴収率91％を
確保し、3年間で1億1,700万円のさらなる効果を見
込んでいます。

H20年度
実績

H21年度
見込 H22年度 H23年度 H24年度

現年度分 97.2% 97.4% 　98.0% 98.0% 98.0%

滞納繰越分 19.8% 21.5% 22.0% 22.0% 22.0%

合　計 89.9% 90.0% 91.0% 91.1% 91.3%

【表2】市税の徴収率

【表１】
　歳入5項目・歳出2項目　3年間で約4億6,800万
円の効果を予測しています。（なお、収支見通しにつ
いては、決算の確定や国の政策などにより、大きく変
動することも予想されますので、毎年、見直しのうえ
修正します）
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取組項目 H22年度 H23年度 H24年度

国民健康保険税の徴収率の向上
による効果額 10 12 14

下水道水洗化率の向上
による効果額 4 7 10

市立病院病床利用率の向上
による効果額 71 142 237

【表3】歳入の確保 ※【表1】以外の項目（単位：百万円）【表5】事務事業の見直し

【表6】施設の統合・整理

【表4】人件費総額の抑制
【集中改革プランにより継続している人件費効果額】（単位：百万円）

【給食調理業務の民間委託】

1. 事業の見直しによる歳出の削減（単位：千円）

2. 業務の民間委託

【市立病院を除く職員数の推移】平成22年2月1日現在（単位：人）

※ 1の項目は、職員の退職等による当該年度の効果額
※ 2,3,4 の項目は、現行のまま移行した効果額

取組項目（歳出） H22年度 H23年度 H24年度 合　計

1. 職員数の減少 174 145 59 378

2. 特別職の報酬削減 14 14 14 42

3. 行政委員・審議会委員報酬の削減 2 2 2 6

4. 職員給料・手当の削減 331 317 314 962

合　　　計 521 478 389 1,388

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

4月1日
職員数

退職
者数

採用
者数

4月1日
職員数

退職
予定
者数

採用
予定
者数

4月1日
職員数

退職
予定
者数

採用
予定
者数

4月1日
職員数

退職
予定
者数

採用
予定
者数

4月1日
職員数

退職
予定
者数

採用
未定

613 34 6 585 37 15 563 25 2 540 21 15 534 18 ー

取組項目
H22年度

効果
（見込）額

H23年度
効果

（見込）額

H24年度
効果

（見込）額

3年間の
累計効果

（見込）額
（物件費の削減）

電算業務委託料の見直し
外20項目                （A） 57,777 68,661 64,482 190,920

（補助費等の削減）

奈良県電子自治体協議会
負担金の見直し 外4項目（B） 4,864 5,527 5,527 15,918

（報酬の削減）

行政委員報酬等の見直し
外1項目　　　　　　  （C） 1,228 1,526 1,526 4,280

（施設の統合・整理）

共同浴場運営補助の廃止
                             （D） 15,326 15,326 15,326 45,978

歳出削減合計（見込）額　
（A）+（B）+（C）+（D）

79,195 91,040 86,861 257,096

H22年度 H23年度 H24年度 備　考

小学校 片塩小学校
菅原小学校 ー ー 平成19年度　

陵西・浮孔小学校

保育所 ー ー 1か所 平成17年度　磐園保育所
平成18年度　高田・天満保育所

H22年度 H23年度 H24年度 備　考

幼稚園・保育所
の認定こども園
への移行

高田
こども園 ー

（仮称）
土庫
こども園

平成26年度以降
（仮称）片塩こども園
へ移行

共同浴場
3か所 廃　止 ー ー 平成20年10月

土庫共同浴場廃止

「財政健全化プログラム」　　についてお知らせします

　今年度は、一般会計の累積赤字の解消と経常収支比率の良化をめざす、３か年の「財政健
全化プログラム」の初年度として、目標達成に向けて、さらなる行財政改革を推し進めていきます。
　市民皆様の、ご理解とご協力をお願いします。　　　　　　　　　　〔改革推進局　内線 363〕

【表3】
　歳入の確保として、市有財産の売却・有効利用、保
育料や住宅使用料の徴収率の向上など一般会計の取り
組みの他にも、特別会計の国民健康保険税の徴収率、
下水道の水洗化率や市立病院の病床利用率を向上させ
るなど、本市全会計の健全化を図っていきます。

【表4】
　平成22年度当初の職員数は 561人です。今後3
年間で、早期退職者を含め、64人の退職者を予定
しています。必要最小限度の職員補充をおこないな
がらも、職員数を削減していきます。3年間の効果額は、
3億7,800万円と予測しています。
　また、職員（医療職を除く）給与は、平成19年
度から、3％の削減と諸手当を削減しています。今後
3年間、引き続きおこなう予定で、効果額は9億6,200
万円と予測しています。

【表 5】
　これまでの事業見直しによる削減に加え、さらに 29
項目の見直しをおこなうことで、3年間で2億5,700万
円の効果を予測しています。
　また、小学校・保育所の給食調理業務の民間委
託を進めていきます。

【表6】
　幼稚園・保育所の認定こども園への移行など施設
の統合・整理を進めていきます。
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■高田こども園での1日
　「
高
田
こ
ど
も
園
」
で
は
、
本
市
の

幼
稚
園
と
保
育
所
が
、
長
い
歴
史
の

中
で
培
っ
て
き
た
教
育
・
保
育
の
実

績
に
加
え
、
お
互
い
の
特
徴
を
い
か

し
た
教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
に
お
け
る
就
学
前
教
育
の
拠
点

と
し
て
、
親
し
み
の
あ
る
園
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
各
ク
ラ
ス

で
は
、
短
時
間
利
用
児
（
幼
稚
園
児
）

と
長
時
間
利
用
児
（
保
育
所
児
）
が

合
同
で
、
幼
児
教
育
・
保
育
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、
延
長
保
育
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　高田幼稚園と高田保育所が、「高田こども園」として生まれ変わりました。
3月23日には開園式を、4月６日には入園式を行いました。
　「高田こども園」は幼稚園と保育所が連携して一体的な運営を行う「幼保
連携型の認定こども園」として奈良県で初めての施設であり、県内はもとより、
他府県からも注目されています。

※ 3歳未満児は、保育所保育指針に基づき市立保育所
と同様に保育をおこないます。

※土曜日は長時間児のみ。（午前7時30分〜午後4時）

長時間児

早朝保育

登園

遊び（教育的活動）
（自発的活動・一斉的活動）

昼食準備・昼食

午睡準備、午睡
おやつ

降園準備、降園

長時間・延長保育
遊び（家庭的な遊
び）、随時降園

短時間児

降園準備、降園

（預かり保育）

午前7時30分

午前8時30分

午前9時

午後1時30分

午後4時30分

午後2時

午後4時

午後7時

■
教
育
・
保
育
の
目
標

「
人
権
を
尊
重
し
、
豊
か
な
感
性
と
た
く

ま
し
い
心
身
な
ど
の
『
生
き
る
力
』
の
基

礎
を
培
い
、
調
和
の
と
れ
た
人
間
の
育
成

を
め
ざ
す
」
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■
子
育
て
支
援

　
現
在
、
核
家
族
化
の
進
行
や
、
地
域
と

ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
家
庭
や
地
域
の
子
育
て
力
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
背
景
に
、
子

育
て
が
孤
立
化
し
、
子
育
て
に
不
安
や
負
担

を
感
じ
る
親
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
高
田
こ
ど
も
園
で
は
、
保
護
者
が
安
心
し

て
子
育
て
す
る
た
め
の
相
談
や
、
子
ど
も
と

共
に
交
流
す
る
場
の
提
供
、
一
時
預
か
り

事
業
な
ど
の
、
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
利
用
時
間
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
☎
43
・
５
０
１
０
）

■
就
学
前
の
子
ど
も
施
設
の
整
備
計
画

　
急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
家
庭
・
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
の
需
要
が
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
・
保
育
と
、
保
護
者
に
対
す
る

子
育
て
支
援
の
総
合
的
な
提
供
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

 
● 
平
成
24
年
度
に
、「
土
庫
保
育
所
、
北
保
育
所
、
土
庫
幼
稚
園
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
」

   
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

● 

平
成
26
年
度
以
降
に
、「
片
塩
保
育
所
、
み
ど
り
保
育
所
、
片
塩
幼
稚
園
」
を
「
認
定

   

こ
ど
も
園
」
に
移
行
し
て
い
く
方
針
で
す
。

 

● 

他
の
既
存
の
幼
稚
園
、
保
育
所
は
今
ま
で
ど
お
り
存
続
し
ま
す
が
、
今
後
は
「
認
定
こ

   

ど
も
園
」
へ
の
移
行
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

〔
改
革
推
進
局　

内
線
３
６
６
〕

■
主
な
年
間
行
事

楽しい遊具で遊べます

「いただきま〜す！」

0歳児・1歳児のクラスで

お歌にあわせて

4月
5月
6月
7月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月

入園式　家庭訪問
交通安全教室　春の遠足
保育参観　プール開き
プール参観　七夕祭り
祖父母との交流
運動会　秋の遠足
保育参観　個人懇談　交通安全教室　
かけあし大会 もちつき大会 クリスマス会
保育参観　人形劇観劇
保育参観
卒園式

▽
名
称　

大
和
高
田
市
立
高
田
こ
ど
も
園

▽
所
在
地　

大
和
高
田
市
内
本
町
11
番
22
号

▽
電
話
番
号　

☎
43
・
５
０
０
１
（
代
表
）

　

☎
43
・
５
０
１
０
（
子
育
て
支
援
）
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2
週
間
前
、
中
学
生
の
娘
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
ダ
イ

エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
2
ケ
ー
ス

を
購
入
し
、
す
で
に
支
払
っ
て
い

た
。
娘
は
ま
だ
未
成
年
で
、
小
遣

い
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
、
販
売

業
者
に
返
品
交
渉
を
し
た
。
し
か

し
業
者
は
、「『
未
成
年
者
は
保
護

者
の
承
諾
を
得
て
か
ら
申
し
込
む

よ
う
に
。
ま
た
、
購
入
者
の
都
合

に
よ
る
返
品
・
交
換
に
は
一
切
応

じ
ら
れ
な
い
』
と
い
う
注
意
事
項

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
明
記
し

て
い
る
」
と
し
て
、返
品
を
断
っ
た
。

な
ん
と
か
返
品
が
で
き
な
い
か
。

<

40
歳
代　

女
性

支
払
金
額　

約
2
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般

的
な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の

で
す
。特
定
の
相
談
事
例
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

販
売
方
法
に
問
題
は
な
く

　

昨
年
12
月
、
特
定
商
取
引
法

の
改
正
に
よ
り
、
返
品
特
約
の

表
示
が
な
い
通
信
販
売
で
は
、

商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8

日
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、

契
約
の
解
除
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
（
返
品
の
た
め
の
送
料
は

購
入
者
負
担
）。
し
か
し
今
回
の

場
合
、
販
売
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
返
品
・
交
換
に
関
す

る
注
意
事
項
が
、
詳
細
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
未

成
年
者
の
購
入
に
関
す
る
注
意

も
明
記
さ
れ
、
未
成
年
者
は
保

護
者
の
同
意
を
得
た
上
で
購
入

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
未
成
年
で
も
…

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
中
学

生
が
、
高
額
で
、
体
質
に
あ
う

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
健
康
食

品
を
2
ケ
ー
ス
も
買
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
事
情
を
業
者
に

説
明
し
、
返
品
で
き
な
い
か
と

交
渉
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
業

者
の
説
明
か
ら
も
、
販
売
方
法

に
は
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
、
結
局
、
返
品
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答
で
し

た
。
相
談
者
に
は
、
た
と
え
未

成
年
で
も
、
適
切
に
お
こ
な
わ

れ
た
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
、
ま
た
、
利
用
規

相
談
事
例

未成年者の購入
した健康食品

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　 
　
情
報
を
見
極
め
て
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

88

　

最
近
、「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
（
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）
か
ら
発
信

さ
れ
る
情
報
や
価
値
観
等
を
そ
の
ま

ま
取
り
入
れ
ず
、
必
要
な
情
報
を
選

択
し
使
い
こ
な
す
能
力
の
こ
と
で

す
。

　

現
在
の
多
様
化
す
る
情
報
社
会
の

中
で
、
私
た
ち
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
情
報
が

す
べ
て
「
正
し
い
」
と
し
て
、
受
け

入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
往
々

に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
に
松

本
サ
リ
ン
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
後

に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
メ
ン
バ
ー
の
犯

行
だ
と
分
か
り
ま
し
た
が
、
当
初
は
、

被
害
者
で
あ
り
第
一
通
報
者
の
河
野

義
行
さ
ん
が
、
連
日
参
考
人
と
し
て

取
り
調
べ
を
受
け
ま
し
た
。
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
報
道
は
過
熱
し
、
あ
た
か

も
河
野
さ
ん
が
真
犯
人
で
あ
る
か
の

よ
う
な
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
時
、
多
く
の
人
た
ち
は
、

河
野
さ
ん
が
犯
人
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ナ
ナ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

良
い
と
い
う
情
報
や
、
納
豆
が
体
に

良
い
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る

と
、
翌
日
に
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売

り
切
れ
に
な
っ
た
と
い
う
様
な
こ
と

も
、
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の

人
へ
の
影
響
力
が
あ
る
の
で
す
。

　

日
常
の
生
活
で
は
、
多
種
多
様
の

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
、
難
し
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
主
体

性
を
も
っ
て
情
報
を
選
択
し
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
な
に
が
正
し
い
の

か
を
見
極
め
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
・
差
別
問

題
の
解
決
を
妨
げ
て
い
る
も
の
の
一

つ
に
、
こ
う
し
た
情
報
を
「
み
ん
な

が
言
っ
て
い
る
か
ら
」「
昔
か
ら
そ
う

だ
か
ら
」
と
い
っ
た
こ
と
に
流
さ
れ
、

無
条
件
に
受
け
入
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
偏
見
や
決
め
つ
け
に「
お

か
し
い
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
総
じ

て
多
数
に
あ
わ
せ
る
、
と
い
う
風
潮

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
で
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
情
報
を
見
極
め
、
差
別
が
身

近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
行

動
し
ま
し
ょ
う
。　
〔
人
権
施
策
課
〕
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道
路
標
識
や
エ

コ
マ
ー
ク
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
マ
ー

ク
が
身
の
回
り
に

あ
り
ま
す
。
普
段

な
に
げ
な
く
見
て
い
る
マ
ー
ク
の
意
味
も

わ
か
り
、
マ
ー
ク
を
み
つ
け
る
の
が
楽
し

く
な
る
、
そ
ん
な
本
で
す
。

ぼ
こ
こ
う
ぼ
う 

絵
、
村
越 

愛
策 

監
修

学
研
教
育
出
版

『
さ
が
し
て
み
よ
う
！
マ
ー
ク
の
え
ほ
ん

‐K
id's　

M
A

R
K

S

‐
』

5
月
と
い
え
ば
…

　

5
月
は
「
五
月
病
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
新
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

連
休
で
力
が
抜
け
て
再
び
パ
ワ
ー
が

出
な
く
な
っ
て
…
。
パワ
ー
が
抜
け
て

し
ま
っ
た
そ
ん
な
時
、
ラ
ク
な
気
持
ち

で
読
め
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
考
え
な
い
練
習
』

（
小
池 

龍
之
介 

著
／
小
学
館
）

　

僧
侶
で
あ
る
著
者
が
提
案
す
る

「
休
脳
の
ス
ス
メ
」。
身
体
に
基
づ

い
た
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
ば
、
不

安
や
イ
ラ
イ
ラ
が
消
え
て
い
く
と
説

き
ま
す
。
そ
の
作
法
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
君
の
た
め
に
で
き
る
コ
ト
』

（
菊
田 

ま
り
こ 

著
／
学
習
研
究
社
）

　

相
手
を
想
う
気
持
ち
は
あ
る
け

れ
ど
…
。
く
ま
こ
ち
ゃ
ん
と
く
ま

お
く
ん
の
お
互
い
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
て
、
読
む
と
じ
わ
っ
と
心
が
温
ま

る
本
で
す
。

『
海
辺
の
く
ま
』

（
ク
レ
イ
・
カ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
ル
作

江
國 

香
織 

訳
／
B
L
出
版
）

　

あ
る
島
の
海
辺
の
家
に
住
ん
で
い

る
く
ま
は
、
父
さ
ん
が
恋
し
く
て
た

ま
ら
ず
、
父
さ
ん
を
探
す
旅
に
出

ま
す
。
そ
の
旅
を
通
し
て
、
本
当

に
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
教
え
て

く
れ
る
絵
本
で
す
。

5月の新着図書5月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

『
こ
こ
ろ
の
医
療
宅
配
便
』
高
木 

俊
介 

著
／
文
藝
春
秋

『
ツ
ボ
が
効
く
こ
の
症
状
・
こ
の
病
気
』

星 

虎
男 

監
修
、主
婦
の
友
社 

編
／
主
婦
の
友
社

『
老
兵
の
消
燈
ラ
ッ
パ
』
佐
藤 

愛
子 

著
／
文
藝
春
秋

『
お
さ
ら
の
は
ら
の
ビ
リ
ー
と
メ
リ
ー
』

　

や
ま
だ 

う
た
こ 

作
／
学
研
教
育
出
版

『
へ
ん
て
こ
り
ん
で
ス
テ
キ
な
あ
い
つ
』

那
須 

正
幹 

作
／
角
川
学
芸
出
版

『
わ
に
の
は
い
た
』マ
ー
ガ
リ
ッ
ト
・
ド
リ
ア
ン 

作

光
吉 

夏
弥 

訳
／
大
日
本
図
書

◎おはなし会
かい

▽とき　5月8日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども、
　または、ひとりでおはなしが聞

き

ける3さい
　いかの子

こ

ども
 ● おはなし『正

しょう

直
じき

な若
わか

者
もの

とねこ』
 ● えほん『やさいのおなか』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　5月22日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子ども（4さい
　いじょうでも、さんかできます）
 ● にんぎょう『からすの親

おや

子
こ

』
 ● パネルシアター『キャベツのなかから』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

児童書一般書

約
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
契

約
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

通
信
販
売
の
解
約
は
難
し
い

　

通
信
販
売
は
、
広
告
を
見
て

自・

分・

か・

ら・

電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
お
こ
な
う
取
引
で

す
。
訪
問
販
売
な
ど
と
違
っ
て

不
意
打
ち
性
が
な
い
た
め
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
申
し
込
む
前
に
、
返

品
可
能
な
商
品
か
ど
う
か
、
ま

た
、
本
当
に
必
要
な
商
品
か
ど

う
か
を
、
し
っ
か
り
と
確
か
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
健
康
食
品

は
、
医
薬
品
と
間
違
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

食
品
で
す
。
含
有
成
分
に
関
す

る
有
効
性
や
安
全
性
の
科
学
的

根
拠
が
乏
し
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
考
慮

し
て
、
購
入
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

先生、赤ちゃんなんかだっこして、どうしたんで
すか！？

近所の子を預かったんだよ。

へぇ、だっこ用のひもを使ってるんですね。これ
なら安全にだっこできますね。

そうだね。ただ、「保護者に赤ちゃんが密着し
すぎて窒息しそうになった」「赤ちゃんが転
落した」「赤ちゃんの足に負荷がかかり股関節

を脱きゅうした」などの事故も報告されているんだ。

赤ちゃんの安全のための製品でもあるのに、そ
れは問題ですね。

赤ちゃんの顔や体の向きに気を付けるな
ど、使う大人が注意することで防げる事
故だからね。事故の情報などにも注意し

て、安全な使い方を心がけることが大切だよ。

赤ちゃん用の
だっこひもによる事故

教えて！
最新情報

〔
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

内
線
３
１
４
〕
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＊ おからハンバーグ　
　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
１７８キロカロリー
たんぱく質…………１２.２g
カルシウム…………54 mg　　

〈材料〉
☆豚ひき肉.................200ｇ
　おから.....................150ｇ
　ねぎ........................ ２本

　 片栗粉… …………… ８ｇ
　 しょうゆ……………… ４cc
　みりん………………… ４cc
　だし汁………………… 100cc　
   油……………………… 適宜

ちょっと和風でヘルシー
ハンバーグ46          

〈作り方〉

１ おからはそのままフライパンで火にかけ、油なしで炒っておく。
２ ねぎは、細かく切っておく。

３ １とねぎ、豚肉、片くり粉をボールに入れて、よくこねる。

４ ３をハンバーグ型にして、油を引いたフライパンで焼く。

５ だし汁、しょうゆ、みりんを合わせて弱火にかけて、

　４のハンバーグにかける。

　なじみの浅い食材になりつつあるおから
は、卯

う

の花
はな

ともいいます。
　豆腐を作ったあとの絞りかすですが、繊
維がたっぷり、便通がよくなります。栄養
的には、牛や豚肉をメインに使ったハンバー
グより、エネルギー、たんぱく質も下がり、
ヘルシーです。　　　　　　　　〔保育課〕

「
手
づ
く
り
カ
レ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

見
え
る
も
の
」

　

私
は
、
休
日
に
時
間
が
あ
れ

ば
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。
全

く
の
我
流
で
「
男
性
の
手
料
理
」

と
い
う
ほ
ど
か
っ
こ
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
じ
っ
く

り
煮
込
む
本
格
派
（
？
）
カ
レ
ー

作
り
で
す
。

　

こ
こ
に
ふ
た
つ
の
カ
レ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
熱
湯

で
温
め
て
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
（
カ
レ
ー
Ａ
）

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
き
ち
ん

と
ス
ー
プ
を
取
っ
て
、
た
ま
ね

ぎ
を
よ
く
炒
め
、
野
菜
や
肉

を
加
え
、
香
辛
料
や
ワ
イ
ン
等

を
混
ぜ
て
手
間
ひ
ま
を
か
け
て

作
っ
た
（
カ
レ
ー
Ｂ
）
で
す
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
カ
レ
ー
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
「
得
て
い
る
も
の
」

「
失
っ
て
い
る
も
の
」
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。「
得
て
い
る
も

の
」
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
レ
ー
Ａ
で
は
、「
時
間
」「
安

定
し
た
味
」「
す
ぐ
に
食
べ
ら

れ
る
便
利
さ
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
カ
レ
ー
Ｂ
で

は
、「
手
作
り
の
お
い
し
さ
」「
新

鮮
な
食
材
を
つ
か
う
こ
と
か
ら

得
ら
れ
る
安
全
」「
家
族
が
作
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
安
心
感
」

「
家
族
の
健
康
」「
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
愛
情
」「
作
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
」「
で
き
あ

が
る
ま
で
の
匂
い
」「
味
見
が
で

き
る
楽
し
み
」
な
ど
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
「
失
っ
て
い
る
も
の
」

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
全

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
で

「
失
っ
て
い
る
も
の
」
は
、
Ｂ

で
「
得
て
い
る
も
の
」
に
当
て

は
ま
り
、
Ｂ
で
「
失
っ
て
い
る

も
の
」
は
、
Ａ
で
「
得
て
い
る

も
の
」
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
「
手
づ
く

り
カ
レ
ー
」
に
は
た
く
さ
ん
の

「
得
る
も
の
」
が
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
が
、
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う

は
言
っ
て
も
、
私
も
時
間
に
追

わ
れ
、
忙
し
い
と
き
は
、
レ
ト

ル
ト
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
で

済
ま
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
。

　

私
た
ち
は
、「
目
に
見
え
な
い
」

も
の
の
中
に
こ
そ
、
大
切
な
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
に
、
今
一
度
気
づ
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
た
か
が
「
カ
レ
ー
」、
さ
れ

ど
「
カ
レ
ー
」
だ
と
思
う
の
で

す
が
・
・
・
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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大和高田市歯科医師会

　症状が進むと歯周ポケットがさら
に大きくなり、歯槽骨のほとんどは
破壊され、歯ぐきから根も見えてき
ます。出血や口臭がひどくなり、常
にウミがでます。

　プラークが歯石になり、細菌が
活発になると、歯骨膜が溶け、歯
と歯肉の間に溝が広がります。歯
周ポケットができ、炎症が進み、歯
槽骨の破壊も始まります。

　歯の裏面にプラーク（歯垢）
がたまり、細菌の住みやすい環境
となり、歯と歯の間の歯肉に炎
症がおこります。

←←

歯
周
病
の
脅
威

　

前
回
、
よ
く
噛か

む
こ
と
や
、

自
分
の
歯
の
大
切
さ
を
お
話
し

ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
、
い
か
に
し
て

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
か
に

つ
い
て
、
お
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
お
口
の
中
の
二
大
疾

患
と
し
て
、「
虫
歯
」
と
「
歯
周

病
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
ち

ら
も
苦
痛
や
不
便
、
外
観
の
問

題
を
起
こ
し
ま
す
が
、
誤
解
を

恐
れ
ず
に
申
し
ま
す
と
「
歯
周

病
」
の
ほ
う
が
恐
ろ
し
い
と
考

え
ま
す
。
少
々
の
虫
歯
で
も
き

ち
ん
と
治
療
す
れ
ば
、
自
分
の

歯
の
感
覚
を
ほ
と
ん
ど
損
な
う

こ
と
な
く
、
快
適
に
噛か

む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
「
歯
周
病
」
と
り
わ

け「
歯し

槽そ
う

膿の
う

漏ろ
う

」が
進
行
す
る
と
、

い
く
ら
虫
歯
の
な
い
き
れ
い
な

歯
で
も
、
根
本
か
ら
揺
ら
い
で

噛か

め
な
く
な
っ
て
、
や
が
て
は

抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
歯
周
病
」
は
、
次
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
周
病
は
、
歯

垢
（
磨
き
残
し
が
泥
状
に
な
っ

た
も
の
）
や
歯
石
（
歯し

垢こ
う

が
固

ま
っ
て
石
の
よ
う
に
な
っ
た
も

の
）
の
放
置
が
原
因
で
進
行
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

 

● 

歯
磨
き
の
た
び
に
出
血
す
る

 

● 

口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
た
感

   

じ
が
す
る

 

● 

歯
と
歯
の
す
き
間
が
大
き
く

　

な
っ
た

 

● 

口
臭
が
す
る

 

● 

な
ん
と
な
く
噛か

む
力
が

　

入
ら
な
い

 

● 

歯
茎
が
は
れ
て
い
る

 

● 

歯
が
ぐ
ら
つ
く

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
一
つ
で
も

あ
れ
ば
「
歯
周
病
」
の
入
り
口

ま
で
は
来
て
い
ま
す
。
少
々
歯

磨
き
に
自
信
の
あ
る
人
で
も
、

意
外
と
磨
き
残
し
や
歯
石
は
あ

る
も
の
で
す
。
月
に
１
度
、
美

容
院
へ
い
く
感
覚
で
、
２
〜
３

か
月
に
１
度
、
歯
科
医
院
へ
お

口
の
チ
ェ
ッ
ク
に
行
っ
て
、
美

と
健
康
の
維
持
に
努
め
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
、
具
体
的
な
予

防
と
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（資料提供　アジリティ・コーポレーション）

お
口
か
ら
介
護
予
防
！

　

高
齢
に
な
る
と
、
物
を
飲
み

込
む
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

　

唾
液
や
飲
食
物
、
逆
流
し
た
胃
液

な
ど
が
、
誤
っ
て
気
道
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
寝
て
い
る
と
き
に
入
る

こ
と
で
（
誤ご

嚥え
ん
）、
そ
の
中
の
細
菌

に
よ
り
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
で
す
！

 

● 

む
せ
や
す
い

 

● 

食
べ
る
と
き
、
口
、
舌
、
の
ど
が

　

う
ま
く
「
ご
っ
く
ん
」
で
き
な
い

 

● 

歯
の
汚
れ
や
口
臭
が
気
に
な
る

「
口
の
手
入
れ
」
で

　
　
　

病
気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

○
毎
食
後
の
は
み
が
き

　

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
歯
間

　

ブ
ラ
シ
・
糸
よ
う
じ
も
使
い
ま

　

し
ょ
う

○
入
れ
歯
の
手
入
れ

　

必
ず
は
ず
し
て
、
丁
寧
に
み
が
き

　

ま
し
ょ
う

○
舌
の
お
手
入
れ

　

舌
の
上
に
つ
い
た
白
い
汚
れ
（
舌ぜ
っ

　

苔た
い
）
は
、
週
に
１
回
程
度
取
り
除

　

き
ま
し
ょ
う

「
口
の
体
操
」
で

　
　
　
　

食
べ
る
機
能
を
向
上

 

● 

口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
ほ
お
を
ふ
く

　

ら
ま
せ
た
り
、
す
ぼ
め
た
り
し
ま

　

し
ょ
う

 

● 

口
を
大
き
く
開
け
て
、
舌
を
出
し

　

た
り
ひ
っ
こ
め
た
り
し
ま
し
ょ
う

 

● 

舌
を
出
し
て
、
上
下
左
右
に
動

　

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
口こ
う
く
う腔
機
能
向
上
に
む
け
た

教
室
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
気
に
な
る
人
は
、
一
度

お
電
話
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
７
１
〕
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な
つ
か
し
い
木
造
の
校
舎
で

す
。

　

小
さ
な
遊
具
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞

菅
原
自
警
団

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
実
施
し
て
い
る
菅
原
自
警
団
（
代
表　

坂
本
勝
さ
ん
）

が
、
長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
の
功
績
に
よ
り
、

４
月
５
日
、
県
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
県

民
大
会
で
、「
交
通
安
全
功
労
者
（
団
体
）
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
自
警
団
は
、
本
市
で
は
最
も
早
く
平
成
17
年
４
月

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
防
犯
組
織
で
す
。
増
田
武
雄
さ
ん

（
市
内
吉
井
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
を
使
っ
て
、
菅
原
校
区
内
で
学
童
の
登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
警
戒
の
ほ
か
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
で

の
立
哨
活
動
や
通
学
路
の
安
全
点
検
、
高
齢
者
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

中和幹線　大和高田市区間が開通
都市基盤の拡充・利便性の向上に期待

　香芝市から桜井市を結ぶ延長約22.1km の主要幹
線道路として、整備が進められている中和幹線のうち、
平成10年に着工された大和高田市区間（松塚～藤森）
730m がこのほど完成しました。4月16日からの供用
開始に先だち、4月12日、開通式がおこなわれました。
　式典では、吉田市長より「工事に際してご協力・ご
尽力いただいた地元と関係者の皆さんに、感謝申しあ
げます。今回の開通で、都市基盤の整備が一層進みま
した。この立地条件を活かして、活性化を図っていき
たい」と挨拶がありました。
　沿道周辺の開発促進、国道の渋滞緩和による交通
事故の減少と、走行時間の短縮を実現するとともに、
地域間の交流を高めることで、都市機能増強や観光の
促進・生活の利便性の向上に期待が寄せられています。

右から2人目が代表の坂本勝さん

開通を祝ってのテープカット
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本
市
で
は
、
安
全
で
美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、『
大
和
高
田
市
自
転
車
等
の

安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
』
に
基
づ
き
、
鉄
道
の
駅
周
辺
に
「
自
転
車
等
放
置

禁
止
区
域
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
区
域
内
に
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
等

を
放
置
（
駐
車
）し
た
場
合
は
、市
が
移
動
し
、保
管
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

自
転
車
等
を
放
置
す
る
と
、
交
通
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
放
置
自
転
車
等
の
根
絶
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移動した自転車は
「高架下自転車保管所」
で保管しています

▽保管場所　大和高田市高架下自転車保管所
　　　　　　（高田バイパス高架下）　☎ 25-0103

▽返還時間    ● 平日　午前9時～正午　午後1時～ 5時
 ● 土・日　午前9時～正午（祝日・年末年始は、返還できません）

▽持ち物　返還通知書（持ち主が確認できた場合は、市役所から
送付）、自転車等のカギ、印鑑、住所・名前が確認できるもの（免
許証・学生証等）、移動費 2,000円（移動日から15日以上経過
した場合、保管料 1,000円が別途加算）

▽保管期間　移動後60日間（この期間を過ぎると処分します）
                                         〔生活安全課　内線 322〕

「自転車等放置禁止区域」を指定しています
禁止区域内には、自転車等を放置しないでください

【
高
架
下
自
転
車
保
管
所
】

引き取りは

60日以内
に


